
 

「無線LANシステムの高度化利用に係る技術的条件」 

に関する検討の進め方（案） 

 

 

「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち「無線LANシス

テムの高度化利用に係る技術的条件」に関し、以下のとおり検討を進めることと

する。 

 

１ 検討対象無線システム及び検討事項  

諸外国の利用動向や標準化動向を踏まえ、無線 LANの 6GHz帯周波数拡張等

に必要な技術的条件を策定するため、次の事項を検討する。 

 

(1) 5925-6425MHz帯における AFC（Automated Frequency Coordination）シス

テムの導入を前提とした SPモード伝送システムの周波数共用検討 

(2) 5925-6425MHz 帯における占有周波数帯域幅の許容値が 20MHz 以下であっ

て、周波数ホッピングを行うナローバンド（NB）伝送システムと、無線 LAN

や既存無線システムとの周波数共用検討 

(3) 6425-7125MHz 帯における既存の無線システムと無線 LAN との周波数共用

検討 

 

２ 当面のスケジュール  

別紙１のとおり。 

 

３ 検討体制  

本件の検討体制については、委員会が検討のために必要とする情報を収集し、

委員会の審議を促進させるため、「5.2GHz 帯及び 6GHz 帯無線 LAN 作業班」に

おいて調査検討を行うこととする。構成員（案）は別紙２のとおり。 

なお、必要に応じて、関係者をオブザーバとして参加させることとする。 
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5.2GHz 帯及び 6GHz 帯無線 LAN 作業班の運営方針 

 

 

１ 作業班の構成 

(1) 作業班は、陸上無線通信委員会（以下「委員会」という。）主査から指名

された者により構成される。 

(2) 作業班に主任を置き、委員会主査から指名された者がこれに当たる。 

(3) 作業班に主任代理を置くことができ、主任が指名する者がこれに当たる。 

 

２ 作業班の運営 

(1) 主任は、作業班の調査及び議事を掌握する。 

(2) 主任代理は、主任不在の時、その職務を代行する。 

(3) 作業班は、主任が招集する。主任は、作業班を招集する際は、構成員に

あらかじめ日時、場所及び議題を通知する。 

(4) 主任は、構成員に調査の協力を求めることができる。 

(5) 主任は、必要があると認めるときは、作業班に、必要と認める者の出席

を求め、意見を述べさせ又は説明させることができる。 

(6) その他、作業班の運営については、主任が定めるところによる。 

 

３ 会議及び資料の公開 

会議及び資料は、次の場合を除いて原則公開する。 

(1) 会議及び資料を公開することにより、当事者又は第三者の権利、利益及

び公共の利益を害するおそれがある場合 

(2) その他、主任が非公開とすることを必要と認めた場合 

 

４ 事務局 

事務局は、総合通信基盤局電波部基幹・衛星移動通信課基幹通信室とする。 

 

 
 

参考   


